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速　報
　　松永正久：精密仕上面の酸化層について

むだ時間のある制御系の根軌跡
島 橋　　安　　人

f

　根軌跡法は線型制御回路の計算に用いられる一手法で

周波数応答法の欠けたところを補うものといわれてい

る。Evansが提案し1），特にわが国では野本明によつて

紹介され研究されてきた2）。最近アメリカではYehら

によつて4次までの集中学数系が研究されている3）が，

分布常数系については早くから野本明の研究がある。こ

こに筆者は野本の研究を拡張し，プVセスの代表特性に

主たる制御動作を加えたときの代表根の図解法を示し，

これによつて求めた根軌跡線図上に制御動作調整効果を

表わし，諸研究者の最適調整条件も図上に付記して，プ

ロセス制御論への根軌跡法の実用化を図つた。
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第1図　閉ループ構成要素
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　　　　　　第2図　制御対象の過渡応答

　研究した回路は第1図のもので，ここに制御装置の伝

達函数01（5）は比例（P），積分比例（1）1），微分比例

（PZ）），微積分比例（PID）のもの，すなわち一般に
　　　　　G、（，）－5（1＋⊥）（1＋Ds）

　　　　　　　　　　　　s
　Sは比例感度，Nはリセヅト率，　Dは微分時問

とする。また制御対象特性は第2図すなわち

　（a）に対し　　02（s）＝Re－SL／s

　（b）に対し　　G2（s）＝Re｝SL／（RIM十s）

とする。以上から求まる回路一巡伝達函数を

　　　　　G1（s）・G2（s）＝々G（s）

とおくと無次元化して

　　　　　kG（・）一磯（・＋qd）・（・＋÷）

　ただし

　　le－SRL，　q・＝SL，　a－RLIM，　n・＝・NL，”d・－1）fL

となる。そして根軌跡が位相条件，

　　　　　LG－±（2瞬1）π，　n－0，1，2，・一

から求まるのであるが，その操作は簡単な図解になる。

たとえばP制御ではq－一△＋ノρなる複素面上で，

原点0からOA＝aにとり，任意のAP上に高さ2＝
OQ　＝2nn＋αとなるようにPをとれぼよい（第3

a

」禦L、

図）。

　第4図がこの種の図解で求め

た軌跡例である。図中のOEが

25％減衰線，Pl制御＠＝0線

下方）に対してはJ点がCo－
hen－Coonの最適点，　ZがZi－

egler－〕Nichols第2法によるそ

れ，1／e減衰を示すOF線上の

R点がRutherfordの最適点で

第3図　P制御の図解ある。またPZ）制御（n　・＝　O線上

方）ではC点が
Cohen－Coonの最1’

適点，T点が過渡

応答最小条件から

た最適点である。

最適点はある程度

便宜的にきめられ

るもので，外乱の

パタ：ソによつても

違うが，このよう

に根軌跡面上で見

渡すと大体どの辺

が適当かというこ

とや，最適条件の

背景をなすイyホ

メーショソをつカ、

むことができる。

ただし上記でふれ

なかつた実根の作

用も忘れてほなら

ない。

　さらにこの研究　第4図P1およびPl）制御の
で筆者は図上で代　　　　　代表根軌跡a・＝　Oの場合

麺り振幅を求めて行う過渡応答の図解法を示し，また

将来の根軌跡の研究が実用性を無視した形式論におちい

らないよう戒めた。ここに本研究に対する野本朋，大島

康次郎氏の詞論，Dr・　Cohenの資料送付を感謝する。　x

　　　　　　　　　　（1953・11・12福岡にて発表）
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